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取 組 事 例 名 『特別活動における生徒の自己肯定感を高める取組』 

 生徒指導に係る連携体制の確立  
カウンセリング・マインドを 

もった教職員と児童生徒との対話 
○ 主体的な活動を通した絆づくり 

取組における育てたい資質・能力 

【自己管理力】自らの思考や感情を律するとともに，「やればできる」と考えて行動できる力。 

 ①生徒の自己肯定感を高める。②生徒が目標（なりたい姿）をもつことができる。 

取 組 の ね ら い 

(1) 特別活動を通して生徒の自己肯定感を高め，生徒が学校生活を意欲的に送る。 

(2) 生徒会活動を中心にして，生徒の主体性を育成する。 

取組の具体的内容 取 組 の 創 意 工 夫 

(1) 学校生活への目標をもたせる取組 

①「東高ルーブリック」（学校生活のルーブリック） 

・ルーブリックを各 HR教室に掲示し，生徒にとっての

行動指針を「見える化」した。 

 ② 生徒スローガン「目標に向けて一歩先へ」 

・執行部が年間目標を設定し，生徒総会で提案した。 

・「成長をふりかえるシート」など，さまざまな場面で

ふれることで，生徒に目標を意識させた。 

(2) 生徒主体の行事運営 

 ① 執行部によるオープンスクールの運営（８月） 

・「三原東高校魅力発信 PT（プロジェクトチーム）」を

発足させ，企画・運営に生徒が参画した。 

 ② 縦割り LHRの実施（12月） 

・「社会人に求められる力は何か」「そのためにどのよ

うに学校生活を送ればよいか」をテーマに，グルー

プ討議を行った。 

(1) 共通の目標をもつことで，生徒ど

うしが「つながる」 

 

 

 

 

 

 

(2) 主体的な活動の中で，生徒どうし

が「つながる」 

 

取組の成果と課題 

(1) 生徒質問紙調査を経年比較すると，自己有

用感や学習意欲について，肯定的評価の割合

が高まった。 

(2)「三原東高校魅力発信 PT」では，受付・案内

係として１年生ボランティアを募集し，11名

が執行部とともに運営に参画した。  

(3) 学校行事は生徒全員が前向きに参加できる機会となるため，「成長をふりかえるシート」を活用

して，できたこと・できるようになったことを言語化し，教員がそれを認めることで，生徒の自己

肯定感を高め，教員と生徒の信頼関係が築けるように取組を工夫する。 

 


